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報告
「安全・安心防災マップ」の

　　　　　　　更新を行いました！

平成25年度から、消火器や防災設備、一時避難場所、見守り対象者等が記載された

「安全・安心防災マップ」を作成して各戸への配布を行っています。マップは２年ごとに更新

しており、令和６年３月末に更新版を配布する予定となっております。

今回の更新では、消火器の配置場所、簡易消化機材（ハリアー）の設置場所、防災倉庫・

ベンチの鍵所有者宅、緊急時水堤供宅の場所、AEDの設置場所、見守り対象者の確認を

行いました。

安全・安心防災マップ▲

第３３号

いざという時に備えて、

「安全・安心防災マップ」を事前に確認しましょう！

災害はいつ何時起こるか
予測ができません。
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■京島まちづくりの駅　位置図

2024年１月１日16時10分、最大震度７を記録する能

登半島地震が発生し、石川県輪島市・珠洲市を中心に甚

大な被害がありました。

今回の地震では木造住宅が苦手とする大きな揺れが長

時間続いた結果、多数の住家が被害を受け、家屋が倒壊

して下敷きになるなど多くの人が命を落としています。 また、

火災は17件発生し、特に被害の大きかった輪島朝市では

焼失面積は約５万800平方メートルに及び、約300棟が焼

損したと推定されています。

２月28日時点で石川県内では断水が 20,050戸、停電

が 710戸続いており、11,612名が地震発生から２カ月以上

経過した今も長期にわたる避難所生活を送っています。

このように、大きな地震や二次被害で火災などが発生すると、住宅は大きな被害を受けたり、長期にわたる

避難生活を余儀なくされる可能性があります。

～コラム　能登半島地震について～

引用：国土交通省国土技術政策総合研究所

焼失した区域周辺の市街地の様子

能登半島地震による建物の被害について

全壊

7,737棟

半壊

12,681棟

一部破損

57,260棟

床上浸水

6棟

床下浸水

19棟

墨田区では、 高い確率で発生するとされている首都直下地震に備えて、 不燃領域

率を向上し、 安全・ 安心なまちとなるように道路等の整備を進めるとともに、 面的な不

燃化建替えを促進するため、 工事費用等の一部を助成する墨田区木密地域不燃化プ

ロジェクトを実施しています。

地震に備えた
　　　 不燃建築物への建替えについて

Information

墨田区木密地域不燃化プロジェクト

の京島周辺の対象区域は、 京島一丁

目６～３７番、　４４～５３番、 京島二

丁目（全域）、 京島三丁目（全域） と

なっており、 事業期間は令和８年３月

までです。 　

京島まちづくりの駅（墨田まちづくり公

社京島事務所） では、まちづくりコンシェ

ルジュによる建替えの無料相談と建替

え検討用の図面作成のほか、 墨田区

木密地域不燃化プロジェクトによる助成

についてもご案内しています。

京島まちづくりの駅（墨田まちづくり公社京島事務所）
〒131-0046
墨田区京島二丁目15番5号　京島会館1階
Tel:03-3617-2262　FAX:03-3616-8916
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防災トイレ＆井戸

パーゴラ

かまどベンチ

〇かまどベンチ設営

〇防災トイレ設営と流水

〇固形燃料着火と消火 〇非常食調理

△阿部会長
   による開会挨拶

△当日の参加者

〇パーゴラテント設営

　　３月３日に協和井戸端広場にて防災設備設営訓練を実施しました。 当日はかまど

ベンチ設営、 固形燃料着火と消火、 防災トイレ設営と流水、 パーゴラテント設営、 非

常食調理を行いました。

　参加者からは、 「防災トイレのテントは組立方が難しいので、 接続部にマークを付ける

などしてわかりやすくしてほしい」、 「マニュアルが古いので最新版にしてほしい」 などの

ご意見が挙がりました。 まちづくり公社では、 これを参考とさせていただき改善していく

予定です。

△大谷副会長
　 による閉会挨拶

Information

協和井戸端広場にて防災設備設営訓練を開催しました！


